
施工説明書
このたびは、YKK AP 商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

施工の前に…
商品を正しく施工していただくために、説明書の内容をご確認ください。
商品の施工については、必ず本説明書に従ってください。

お願い
組立は、所定のねじを使用して最後まで締め付けてください。
締め付け不良は事故の原因になります。
方法通り、調整が行われていることを確認してください。
調整不良は操作不良や異常音の原因になります。
商品の保管は、湿気や直射日光のあたる場所を避けてください。
開梱後、商品に損傷がないか必ず確認してください。
ひっかけ傷、打痕をつけないよう十分に気をつけてください。
部品（ねじ等）は定められたものを使用してください。
ねじの締め付けは、クラッチ付きのドライバーを使用してください。
トルクが強すぎる場合、部材の変形、ねじが空回り・頭飛び・つぶれる可能性があります。
本体に粘着力の強いテープ等を貼らないでください。
むやみに改造や変更はしないでください。
組立・施工の際は、床・壁等の破損や汚れに十分に注意して、保護シート等の配慮を
行ってください。
施工完了後は、清掃を行い、ゴミ、異物、汚れがないことを確認してください。

開口部の確認 同梱部品一覧
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位置決め金具丸木ねじ
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まぐさ
枠取付精度が下記寸法以下になっているか確認し調整してください。
下記寸法を超えると外観上のチリ寸法不一致、明かり漏れ、
開閉・走行の不具合など商品本来の性能が発揮されません。

単位：㎜

 枠取付精度

WR－3525

枠取付用

（φ3.5×25）

位置決め金具取付用
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14～28

番 号本商品はサイズによって最大重量が50kgになります。
荷重を支えるための開口強度が十分にあることを確認してください。
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まぐさ・窓台・間柱は見付45mm以上のものを使用し、
間柱間隔は500mm以下としてください。
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水準器

開口寸法は
商品W寸法より10mm、
商品H寸法より5mm
大きく設定
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▼

▼

▼▼

●枠のソリ（フクレ）  ●枠のソリ（ツヅミ） ●枠の対角差

●上下枠の内ソリ   ●上下枠の外ソリ ●枠のネジレ
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1.枠の取付

注　意

1位置決め金具の取付 2 枠の仮固定

3枠の本固定

ねじ止めの箇所は必ずスペーサを
入れてください。
すき間があるまま打ち込むと枠に
反り、ふくれが生じ面材、部材の
脱落が発生する場合があります。

ポイント

皿木ねじの締め付けトルクは以下の目安に設定してください。
インパクトドライバーは使用しないでください。
　　　　　2.0N・m(20kgf・cm)程度

チェック❸

商品の内外取付位置に合わせて位置決め金具を取付けてください。

約

位置決め金具
4ヶ所に取付

〈取付位置〉
参考〈壁芯納めの場合〉

● 内外取付方向（製品の向き）を確認してください。
● 位置決め金具にしっかりと当ててください。

チェック❷

4H
約
4H

スペーサを入れ、ねじで固定してください。

たて枠

①丸木ねじ
（φ3.5×25）

②位置決め金具

プラスターボード
（枠取付後、施工）

たて枠

①丸木ねじ
（φ3.5×25）

②位置決め金具

スペーサ
現地調達

①丸木ねじ
（φ3.5×25）

スペーサ
現地調達
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こちらが上です

上

上ラベルの矢印を
上にして取付けて
ください。
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注　意
商品を廊下手すり、階段手すり等に取付けする場合、足掛かりとなり、墜落するおそれが
あります。取付位置には十分ご注意ください。
本商品はサイズによって最大重量が50kgになります。
二人以上で扱うなど、施工時には十分注意してください。

●

●

チェックシート
項　目 チェック欄

❶
❷
❸
❹
❺

取付開口部の確認をしましたか？
ねじを止める箇所にスペーサを入れましたか？
枠取付け時にトルク調整をしましたか？
枠・部材にガタツキはないですか？
躯体下地材の造作工事をしましたか？

取付時、本文中に表示している「チェックマーク　　　   」の確認をしてください。

スクリーンパーティション 採光ユニット アクリルブロックFIX
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本説明書は専門知識を有する業者様向けの内容となっております。 
誤った方法で作業を行うと、不具合につながるおそれがあります。
作業には危険が伴いますので、専門知識を有する業者様が行ってください。



■柱角105mm・壁仕上げ材12.5mmの場合
■壁芯納めの場合■窓額縁仕上げの場合

■壁芯納めの場合■窓額縁仕上げの場合
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上枠側下地材

下枠側下地材
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たて枠側下地材 たて枠側下地材

2.点検 2ページ

Printed in Japan

納まり参考図 （単位：mm）

枠、部材にガタツキはないですか？ チェック❹

3.壁仕上げ材用の下地造作
納まり参考図に従って、下地材を
施工してください。 本商品はクロス納まりが標準です。

壁仕上げ材を施工する前に下地材の造作工事をしてください。

注　意
チェック❺

4.壁仕上げ材の施工
壁仕上げ材（プラスターボードなど）を施工してください。
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